
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
五
號　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）　

三
月　

拔
刷

智
顗
の
敎
學
に
お
け
る
病
行
に
つ
い
て

日　

比　

宣　

仁



東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
五
號

（ 84 ）

　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

病
行
は
、
南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
一
・
圣
行
品
第
十
九
之
一
に
、
菩

薩
の
修
行
で
あ
る
五
行
の
一
つ
と
し
て
說
か
れ
る
。

菩
薩
摩
訶
薩
、
應
當
下
於
二
是
大
般
涅
槃
經
一
專
心
思
中

–
惟
五
種
之

行
上。
何
等
爲
レ
五
、
一
者
圣
行
、
二
者

行
、
三
者
天
行
、
四
者

嬰
兒
行
、
五
者
病
行（

１
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
經
で
は
病
行
の
內
容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
說
示

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、『
涅
槃
經
』
に
お
け
る
病
行
の
內
容

を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。『
涅
槃
經
』
に
お
け
る
病
行
の
內
容
の
不
說

に
伴
い
、『
涅
槃
經
』
を
硏
究
す
る
諸
學
匠
は
異
な
る
い
く
つ
か
の
病

行
に
對
す
る
見
解
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
思
想
的
背
景
と
し
て
『
涅
槃
經
』
を
硏
究
す
る
諸
學
匠

に
よ
る
病
行
の
解
釋
を
槪
觀
し
、
そ
の
中
で
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）

が
示
す
天
台
獨
自
と
言
え
る
病
行
の
理
解
を
論
じ
た
い
。

　

因
み
に
、
智
顗
は
『
涅
槃
經
』
に
對
す
る
註
釋
書
を
著
さ
な
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
智
顗
の
『
涅
槃
經
』
所
說
の
病
行
に
對
す
る
直
接
的

な
理
解
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
法
華
玄
義
』
と
大
本

『
四
敎
義
』
に
お
け
る
別
敎
の
行
位
に
關
す
る
說
明
や
、『
維
摩
經
玄

疏
』
に
お
け
る
『
維
摩
經
』
の
本
迹
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
病
行
が
用

い
ら
れ
る（

２
）。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
智
顗
は
『
涅
槃
經
』
所
說
の
病
行
に

如
何
な
る
槪
念
を
見
出
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
敎
學
で
取
り
扱

っ
た
の
か
、
と
い
う
觀
點
か
ら
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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二　

現
病
品
中
に
病
行
を
見
出
す
學
匠

　

病
行
と
い
う
言
葉
は
、
冐
頭
に
觸
れ
た
南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
一
・

圣
行
品
の
他
、
同
經
卷
一
〇
の
現
病
品
第
十
八
に
も
見
ら
れ
る
。
病
行

と
言
え
ば
、
一
般
的
に
は
圣
行
品
で
說
か
れ
る
病
行
を
指
す
が
、
現
病

品
に
は
「
有
病
行
處
」
と
い
う
一
句
が
あ
り
、
讀
み
方
に
よ
っ
て
は
、

現
病
品
中
に
も
病
行
の
語
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
病
品
に

お
け
る
該
當
箇
所
を
擧
げ
る
。

迦
葉
、
有
二
五
種
人
一、
於
二
是
大
乘
大
涅
槃
典
一、
有
二
病
行
處
一。
非
二

如
來
一
也（

３
）。　

　

こ
こ
に
お
け
る
五
種
人
は
、「
五
種
病
人（

４
）

」
と
も
呼
ば
れ
、
現
病
品（

５
）

に
よ
れ
ば
須
陀
洹
果
・
斯
陀
含
果
・
阿
那
含
果
・
阿
羅
漢
果
・
辟
支

佛
の
五
人
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
場
合
の
病
行
と
は
、
灌
頂

（
五
六
一
〜
六
三
二
）
が
『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
一
三
・
現
病
品
で
、「
四

果
・
緣
覺
、
此
等
、
帶
レ
病
修
行
故
、
言
二
有
病
行
處（

６
）一。」
と
述
べ
る
よ

う
に
、
二
乘
が
病
を
帶
び
な
が
ら
修
行
す
る
樣
子
を
表
す
言
葉
で
あ
る

と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
現
病
品
に
お
い
て
病
行
と
い
う
單

語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
右
の
經
文
中
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
有
と
處
と
い
う
字
の
下
に
一
二
點
を
打
ち
、「
病
行
處
に
有
り
」

と
讀
む
場
合
で
あ
る
。
こ
の
讀
み
方
は
、
大
正
一
二
所
收
の
南
本
『
涅

槃
經
』
に
付
さ
れ
る
返
點
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
に
お
け
る
同

一
箇
所
に
は
、
も
う
一
通
り
の
讀
み
方
も
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
返

點
を
打
た
ず
に
「
有
病
の
行
處
」
と
す
る
讀
み
方
で
あ
る
。
塚
本
啓

祥
・
磯
田
煕
文
兩
氏
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
譯
に
從
っ
て
「
缺
點
を
持
っ

た
ま
ま
に
行
ず
る
者
」
と
い
う
譯
註
を
付
け
、「
有
病
の
行
處
」
と
讀

む（
７
）。

こ
の
讀
み
で
あ
る
と
、
現
病
品
に
病
行
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
語
譯
や
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

原
典
を
參
照
せ
ず
、
漢
譯
の
み
で
同
經
を
硏
究
し
た
學
匠
の
中
に
は
、

現
病
品
に
病
行
の
語
を
見
出
し
、
圣
行
品
と
現
病
品
所
說
の
兩
病
行
を

錯
綜
し
て
理
解
し
た
者
も
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

現
病
品
中
に
病
行
の
內
容
を
見
出
す
代
表
的
な
學
匠
と
し
て
は
、
靈

味
寺
の
寶
亮
（
四
四
四
〜
五
〇
九
）
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
寶
亮
に
つ
い

て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
彼
が
五
行
と
、
南
本
『
涅
槃
經
』
卷

一
九
・
德
王
品
第
二
十
二
之
一
か
ら
六（

８
）に
說
か
れ
る
菩
薩
の
十
功
德
と

は
、
因
と
果
、
も
し
く
は
略
廣
の
關
係
に
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
根
底

に
据
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
關
し
て
は
、
灌
頂

の
『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
二
〇
・
德
王
品
に
、
小
山
寺
法
瑤
（
四
〇
〇

〜
四
七
五
頃（
９
））
と
寶
亮
の
說
と
し
て
、「
瑤
・
亮
云
、
五
行
是
略
、
十
功

德
廣
。
一
・
二
功
德
、
廣
二
圣
行
一、
乃
至
九
・
十
功
德
、
廣
二
病
行（

（（
（

一。」

と
あ
る
。
こ
こ
で
灌
頂
が
指
摘
す
る
、
五
行
が
十
功
德
に
廣
說
さ
れ
る
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と
す
る
寶
亮
の
說
は
、
明
駿
と
い
う
人
物
と
そ
の
弟
子
が
撰
し
た
と
さ

れ
る
『
大
般
涅
槃
經
集
解（

（（
（

』
卷
四
五
・
德
王
品
第
二
十
二
に
收
錄
さ
れ

る
。

寶
亮
曰
…
。

今
、
十
功
德
、
還
廣
二
前
五
行
一、
何
以
知
レ
之
。

圣
行
以
二
戒
・
定
・
慧
一
爲
レ
體
、
今
、
初
功
德
、
還
明
二
三
慧
一、

終
迄
二
漏
盡
一、
通
爲
レ
體
也
。
第
二
功
德
、
以
二
五
通
一
爲
レ
體
。
慧

卽
是
智
慧
、
五
通
是
定
家
之
果
。
故
以
二
此
二
功
德
一、
廣
二
圣
行
一

也
。

第
三
功
德
、
以
二
慈
悲
一
爲
レ
體
。
第
四
功
德
、
以
二
十
事
一
爲
レ
體
。

十
事
、
卽
是
喜
舍
。
故
用
二
此
二
一、
廣
二

行
一
也
。

第
五
功
德
、
以
二
五
事
一
爲
レ
體
。
第
六
功
德
、
以
二
金
剛
三
昧
一
爲
レ

體
。
此
二
、
廣
二
天
行
一。
天
行
以
二
八
禪
定
一
爲
レ
體
故
也
。
五
事

者
、
一
、
諸
根
具
、
故
能
修
レ
定
。
二
、
不
レ
生
二
邊
地
一、
以
二
非

難
一
故
、
能
修
レ
定
。
三
、
諸
天
護
念
。
四
、
世
閒
愛
念
、
宿
植
二

德
本
一
故
、
天
護
人
愛
、
便
能
修
レ
定
。
五
、
得
二
宿
命
智
一、
卽
是
定

果
也
。
修
二
此
五
事
一、
便
得
二
天
行
一。
金
剛
三
昧
、
卽
是
衆
定
中
之

極
。
故
知
、
廣
二
天
行
一
也
。

第
七
・
第
八
兩
功
德
、
廣
二
嬰
兒
行
一。
第
七
、
以
二
四
法
一
爲
レ
體
。

謂
二

–

近
善
友
一、
聽
二

–

聞
正
法
一、
繫
レ
念
思
惟
、
如
レ
說
修
行
。
此

四
、
本
是
始
レ
行
之
所
レ
行
、
敎
二
嬰
兒
一
之
法
。
第
八
、
以
二
九
衆

法
一
爲
レ
體
。
從
レ
斷
二
五
陰
一、
乃
至
二
心
善
解
脫
一。
亦
、
是
始
敎
之

法
。
是
故
、
得
レ
知
三
此
二
功
德
、
竝
廣
二
嬰
兒
行
一
也
。
第
十
功

德
、
廣
二
病
行
一。
而
相
傳
用
二
前
三
種
病
人
、
乁
須
陀
洹
等
五
種
病

人
一、
爲
二
病
行
相
一。
今
、
第
九
功
德
、
還
明
二
三
種
病
人
一
也
。
第

十
功
德
、
明
二
三
十
七
品
一。
此
三
十
七
品
、
卽
是
彼
五
種
病
人
所
レ

行
之
法
。
是
故
廣
二
病
行
一
也（

（（
（

。

　

こ
こ
に
示
さ
れ
る
五
行
と
十
功
德
の
對
應
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

第
一
功
德
・
第
二
功
德
→
圣
行
を
廣
說

第
三
功
德
・
第
四
功
德
→

行
を
廣
說

第
五
功
德
・
第
六
功
德
→
天
行
を
廣
說

第
七
功
德
・
第
八
功
德
→
嬰
兒
行
を
廣
說

第
九
功
德
・
第
十
功
德
→
病
行
を
廣
說

　

す
な
わ
ち
、
寶
亮
の
病
行
に
對
す
る
理
解
を
知
る
た
め
に
は
、
德
王

品
所
說
の
第
九
功
德
と
第
十
功
德
を
參
照
す
れ
ば
よ
い
。
寶
亮
は
、
第

十
功
德
に
病
行
が
廣
げ
て
說
明
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
第
九
功

德
に
は
三
種
の
病
人
が
再
說
さ
れ
、
第
十
功
德
に
は
五
種
の
病
人
が
行

ず
る
修
行
で
あ
る
三
十
七
品
が
明
か
さ
れ
る
と
記
す（

（（
（

。
三
種
の
病
人
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
以
上
の
事
柄
を
根
據
に
、
第
九
・
第
十
の
兩
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功
德
に
病
行
が
廣
說
さ
れ
る
と
し
、
三
種
の
病
人
と
五
種
の
病
人
を
用

い
て
病
行
の
相
と
す
る
こ
と
が
、
寶
亮
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
こ
こ
に
言
う
三
種
の
病
人
と
五
種
の
病
人
と
は
、
現
病
品

所
說
の
病
人
な
の
で
、
寶
亮
は
現
病
品
に
お
け
る
三
・
五
兩
種
の
病
人

に
、
病
行
の
內
容
を
見
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
布
施

澔
岳
氏
に
よ
る
先
行
硏
究（

（（
（

は
主
に
こ
の
寶
亮
の
說
に
依
據
し
、
病
行
の

內
容
を
第
九
・
第
十
功
德
を
用
い
て
論
じ
る
。

　

さ
て
、『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
卷
二
六
や
卷
二
七
に
記
錄
さ
れ
る
僧

亮
（
四
〇
〇
〜
四
六
八
頃
）
の
說
に
お
い
て
も
、
圣
行
品
に
お
け
る
病
行

と
、現
病
品
の
病
行
と
の
區
別
が
曖
昧
に
な
る
。『
大
般
涅
槃
經
集
解
』

卷
二
七
・
圣
行
品
第
十
九
に
は
、
前
品
の
現
病
品
に
言
乁
し
な
が
ら
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

案
、
僧
亮
曰
、
次
答
レ
問
二
我
今
請
如
來
、
爲
諸
菩
薩
故
、
願
爲
說

甚
深
、
微
妙
諸
行
等（

（（
（

一
也
。
前
品
已
說
二
病
行
一。
請
二
其
餘
一
者
故
、

名
レ
等
也
。
五
行
者
、
上
雖
下
說
二
病
行
一、
對
中

–

治
煩
惱
上、
未
レ
說
二

行
相
乁
行
次
第
一。
今
說
レ
之
也（

（（
（

。

　

こ
れ
は
、
圣
行
品
の
本
文
解
釋
に
入
る
前
の
記
述
で
あ
る
。
僧
亮
に

よ
れ
ば
、
病
行
は
前
品
の
現
病
品
に
既
に
說
か
れ
る
が
、
五
行
全
體
の

行
相
と
行
の
次
第
に
つ
い
て
は
未
だ
明
か
さ
れ
な
い
の
で
、
圣
行
品
で

そ
の
こ
と
が
說
か
れ
る
。
僧
亮
が
現
病
品
の
ど
の
部
分
に
病
行
が
說
か

れ
る
と
す
る
の
か
は
、
次
の
『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
卷
二
六
・
現
病
品

第
十
八
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

迦
葉
世
有
三
人
其
病
難
治
、
至
二
供
養
恭
敬
爲
他
說
者（

（（
（

一、
案
、
僧

亮
曰
、
次
答
二
云
何
說
畢
竟
乁
與
不
畢
竟（

（（
（

一
也
。
先
說
二
病
行
一
者
、

大
衆
請
二
佛
治
一レ
病
、
說
二
先
治
病
之
行
一
也
。
藥
以
レ
對
レ
病
爲
レ

名
。
依
二
涅
槃
一
修
レ
行
。
無
レ
病
不
レ
治
。
欲
レ
顯
二
病
行
之
能
一。

①
先
說
三
諸
經
、
有
二
不
治
之
病
一
也
。
此
三
種
人
。

②
契
經
所
レ
不
レ
治
、
是
說
二
畢
竟
二
乘
之
病
一。
聞
二
餘
方
等
一、
雖
二

發
心
一、
不
レ
知
レ
佛
、
常
終
。

不
二
成
佛
一、
不
レ
名
二
畢
竟
一
者
、
如
二
上
諸
人
一。

③
聞
二
涅
槃
一
生
レ
信
。
不
レ
須
二
外
治
一。
自
能
成
佛
、
斷
二
疑
說
一
也
。

得
二
病
行
之
名
一
事
、
盡
二
於
此
一
也（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
現
病
品
に
お
い
て
、
三
種
の
病
人
が
說
か
れ
る
箇
所
が

註
釋
さ
れ
る
。
引
用
文
中
の
棒
線
①
か
ら
③
に
は
、
僧
亮
の
言
葉
で
三

種
の
病
人
が
記
さ
れ
る
。
三
種
の
病
人
の
槪
要
を
、
南
本
『
涅
槃
經
』

卷
一
〇
・
現
病
品
第
十
八
の
原
文
を
用
い
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な

る
。
因
み
に
、
次
の
番
號
①
〜
③
の
記
述
が
示
す
病
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

前
の
僧
亮
が
說
明
す
る
棒
線
①
〜
③
の
病
人
と
對
應
す
る
。

①　

病
人
、
若
有
二
瞻
病
・
隨
意
・
醫
藥
一、
若
無
二
瞻
病
・
隨
意
・

醫
藥
一、
如
レ
是
之
病
、
定
不
レ
可
レ
治
。
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②　

病
人
、
若
有
二
瞻
病
・
隨
意
・
醫
藥
一、
則
可
レ
令
レ
差
。
若
無
二

此
三
一、
則
不
レ
可
レ
差
。

③　

病
人
、
若
有
二
瞻
病
・
隨
意
・
醫
藥
一、
若
無
二
瞻
病
・
隨
意
・

醫
藥
一、
皆
悉
可
レ
差（

（（
（

。

　

瞻
病
と
は
病
人
を
看
護
す
る
者
、
醫
藥
は
病
を
治
す
藥
で
あ
る
こ
と

は
分
か
る
。
隨
意
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
現
代
語
譯
は
定
か
で
は
な
い

が
、
病
人
の
心
に
隨
っ
て
病
を
對
處
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
指
す
言
葉

で
あ
ろ
う
。
①
は
、
こ
の
瞻
病
等
の
三
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
病
が
治

ら
な
い
人
を
示
す
。
こ
れ
は
、
現
病
品
で
提
示
さ
れ
る
、「
一
、
謗
大

乘
。
二
、五
逆
罪
。
三
、一
闡
提（

（（
（

。」
の
三
人
を
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。

僧
亮
は
こ
れ
を
不
治
の
病
と
呼
ぶ
。
次
に
、
②
で
は
瞻
病
等
の
三
が
あ

れ
ば
病
を
癒
す
こ
と
が
で
き
、
な
け
れ
ば
癒
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
が

擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
佛
・
菩
薩
の
說
法
に
よ
っ
て
發
心
し
、
說
法

が
な
け
れ
ば
發
心
す
る
こ
と
の
な
い
、「
聲
聞
・
緣
覺（

（（
（

」
を
譬
え
る
。

僧
亮
は
こ
の
①
と
②
を
指
し
て
、
成
佛
せ
ず
、
畢
竟
と
名
づ
け
ざ
る
も

の
と
す
る
。
最
後
の
③
で
は
、
現
病
品
に
お
い
て
、「
有
レ
人
、
或
爲
二

自
身
一、
或
爲
二
他
身
一、
或
爲
二
怖
畏
一、
或
爲
二
利
養
一、
或
爲
二
諛
諂
一、
或

爲
二
誑
他
一、
書
二

–

寫
如
レ
是
大
涅
槃
經
一、
受
持
・
讀
誦
・
供
養
・
恭
敬
、

爲
レ
他
說
者（

（（
（

」
と
表
現
さ
れ
る
人
が
、
瞻
病
等
の
有
無
に
關
係
な
く
病

を
治
す
人
に
譬
え
ら
れ
る
。
こ
の
③
に
つ
い
て
僧
亮
は
、「
聞
二
涅
槃
一

生
レ
信
。
不
レ
須
二
外
治
一。
自
能
成
佛
、
斷
二
疑
說
一
也
。
得
二
病
行
之
名
一

事
、
盡
二
於
此
一
也
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
亮
は
現
病
品
の
三
種

病
人
の
內
、
第
三
の
病
人
、
す
な
わ
ち
、『
大
涅
槃
經
』
を
信
じ
、
自

ら
の
力
で
自
身
の
病
を
治
し
、
疑
說
を
斷
ず
る
人
か
ら
病
行
の
內
容
を

見
出
す
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

　
　
　

三　

治
病
と
し
て
の
病
行

　

北
本
『
涅
槃
經
』
を
註
釋
し
た
地
論
宗
南
衟
派
の
淨
影
寺
慧
遠

（
五
二
三
〜
五
九
二
）
は
、
既
に
見
た
よ
う
な
、
五
行
說
に
お
け
る
病
行

の
內
容
を
現
病
品
に
見
出
す
有
人
の
說
を
擧
げ
て
批
判
し
、
異
な
る
見

地
か
ら
病
行
を
解
釋
す
る
。『
大
般
涅
槃
經
義
記
』
卷
五
の
圣
行
品（

（（
（

を

註
釋
す
る
箇
所
を
擧
げ
る
。

有
人
釋
言
、
前
品
所
レ
論
五
種
之
人
、
有
二
病
行
處
一、
是
其
病
行
。

彼
、
是
聲
聞
・
緣
覺
病
行
、
何
關
二
菩
薩
一。
又
、
前
所
レ
論
、
雜
病

之
行
。
今
、
此
所
敎
二
治
病
之
行
一。
與
レ
前
大
別
。
何
得
レ
指
レ
前
。

又
、
前
品
中
、
未
レ
標
二
五
行
一。
以
二
何
義
一
故
、
豫
說
二
病
行
一。
判

無
二
斯
理
一。
若
前
、
非
レ
是（

（（
（

。

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
有
人
は
前
品
で
あ
る
現
病
品
に
論
じ
ら
れ
る

五
種
の
人
が
病
行
處
に
あ
る
こ
と
を
指
し
て
病
行
と
す
る
。
そ
の
有
人

の
說
に
對
し
て
慧
遠
は
、
現
病
品
に
お
け
る
病
行
を
二
乘
の
病
行
と
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し
、
雜
病
の
行
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
圣
行
品
に
お
け
る
病
行
を
治
病

の
行
と
呼
び
、
雜
病
の
行
と
治
病
の
行
を
は
っ
き
り
と
區
別
す
る
。
ま

た
、
次
の
『
大
般
涅
槃
經
義
記
』
卷
五
に
は
、
さ
ら
に
明
確
な
慧
遠
に

よ
る
病
行
の
定
義
が
記
さ
れ
る
。

行
品
末
、
闍
王
懺
レ
罪
、
治
レ
病
之
法
、
應
二
是
病
行
一。
故
下
文

中
、
世
王
殺
レ
父
、
卽
是
心
病
。
身
瘡
增
レ
劇
、
是
其
身
病
。
佛
放
二

慈
光
一、
治
二
其
身
病
一、
爲
說
二
妙
法
一、
除
二
其
心
病
一。
治
二
此
兩
病
一

故
、
名
二
病
行（

（（
（

一。

　

慧
遠
は
、
北
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
九
・

行
品
第
八
之
五
か
ら
卷

二
〇
・
同
品
之
六（

（（
（

に
亙
っ
て
說
か
れ
る
阿
闍
世
王
の
惡
業
、
乁
び
そ
の

罪
障
消
滅
に
關
す
る
經
文
中
に
病
行
を
見
出
す
。
ま
た
、『
涅
槃
經
』

の
中
で
阿
闍
世
王
が
そ
の
父

を
殺
す
こ
と
を
心
の
病
、
阿
闍
世
王
の

身
體
に
で
き
た
腫
れ
も
の
が
增
す
こ
と
を
身
の
病
と
、
そ
れ
ぞ
れ
す

る
。
そ
し
て
、
釋
迦
が
慈
光
を
放
っ
て
妙
法
を
說
き
、
阿
闍
世
王
の

心
・
身
兩
病
を
治
癒
す
る
こ
と
を
病
行
と
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
慧
遠

が
病
行
を
治
病
の
修
行
と
理
解
す
る
こ
と
は
、『
維
摩
經
義
記
』
卷
三

本
に
見
え
る
記
載
か
ら
も
言
え
る
。

自
下
兩
問
、
就
二
所
化
人
一、
明
二
治
病
法
一。
此
則
、
菩
薩
五
行
之
中

治
病
行
也
。
於
レ
中
初
就
二
種
性
已
前
實
病
之
人
一、
明
二
慰
喩
儀
一。

彼
未
レ
知
レ
法
、
須
二
他
慰
一
故
。
云
何
菩
薩
調
伏
心
下
、
就
二
種
性

上
實
病
之
人
一、
明
二
調
伏
法
一。
彼
自
知
レ
法
、
不
レ
須
二
他
慰
一、
能

自
調
故（

（（
（

。

　

慧
遠
は
、『
維
摩
經
』
卷
中
・
問
疾
品
第
五
に
お
け
る
、
文
殊
師
利

か
ら
維
摩
詰
に
對
す
る
、「
菩
薩
、
應
三
云
何
慰
二

–

喩
有
疾
菩
薩（

（（
（

一。」
と
い

う
問
い
と
、「
居
士
、
有
疾
菩
薩
云
何
調
二

–

伏
其
心（

（（
（

一。」
と
い
う
問
い
の

兩
問
を
指
し
て
、
菩
薩
五
行
の
中
の
治
病
の
行
と
す
る
。
兩
問
の
內
、

第
一
問
目
の
答
え
と
し
て
、
維
摩
詰
は
具
體
的
な
有
疾
菩
薩
に
對
す
る

說
法
の
手
立
て
を
述
べ
、
最
後
に
「
菩
薩
應
下
如
レ
是
慰
二

–

喩
有
疾
菩
薩
一、

令
中
其
歡
喜（

（（
（

上。」
と
、
そ
の
答
え
を
結
ぶ
。
ま
た
、
第
二
問
目
の
囘
答
と

し
て
は
、「
有
疾
菩
薩
、
應
レ
作
二
是
念（

（（
（

一。」
と
述
べ
て
か
ら
、
有
疾
菩
薩

が
作
す
べ
き
念
を
說
く
と
い
う
形
を
寀
る
。
よ
っ
て
、
慧
遠
は
病
を
治

す
具
體
的
方
法
そ
の
も
の
に
病
行
を
見
出
し
た
こ
と
が
分
か
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
寶
亮
と
同
時
代
の
僧
宗
（
四
三
八
〜
四
九
六
）
も
病
行
を
治

病
の
意
味
で
理
解
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
提
示
す
る
五
行
全
體
の
構

造
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
卷

二
七
・
圣
行
品
第
十
九
に
お
け
る
記
述
を
擧
げ
る
。

僧
宗
曰
、
就
レ
辨
二
五
行
之
義
一、
前
三
、
各
有
レ
體
也
。
後
二
、
就
二

功
用
一
立
レ
義
。
若
通
而
爲
レ
論
、
三
行
之
名
、
皆
可
レ
名
レ
圣
也
。

若
別
談
二
功
用
一、
取
二
偏
顯
一
立
レ
稱
、
餘
義
則
沒
而
不
レ
說
也
。
圣

者
、
正
也
。
戒
・
定
・
慧
、
爲
レ
體
。
謂
、
正
直
之
路
、
無
二
邪
曲
一
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也
。
夫
、
自
行
化
他
、
乃
行
之
通
也
。
今
就
二
戒
・
定
・
智
慧
一、
自

行
之
體
中
、
出
二
化
他
之
德
一。
謂
、
天
行
・

行
者
也
。
天
者
、

言
レ
淨
。

亦
、
淨
也
。
云
何
爲
レ
異
、
此
二
名
者
、
就
レ
果
立
レ

稱
。
下
文
言
レ
天
者
、
謂
、
第
一
義
天
。
又
、
經
論
竝
云
、
各
有
レ

旨
也
。

以
レ
對
二
欲
界
重
麁
一
得
レ
名
。
天
者
、
以
レ
對
レ
人
爲
レ

稱
。
經
云
、

名
二
涅
槃
一。
是
衟
欲
到
也
。
雖
二
從
レ
果
立
一レ
稱
、

而
天
行
、
以
二
四
禪
一
爲
レ
體
、
廣
二
前
定
一
也
。

行
、
以
二
四
等
一

爲
レ
體
、
廣
二
前
慧
一
也
。
戒
用
淺
劣
、
略
而
不
レ
廣
。
以
二
此
三

行
一、
能
治
レ
病
故
、
字
二
之
病
行
一。
示
レ
同
二
嬰
兒
一、
卽
稱
二
嬰
兒

行
一
也（

（（
（

。

　

こ
の
記
述
か
ら
は
、
僧
宗
に
よ
る
五
行
全
體
の
解
釋
が
讀
み
取
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
圣
・

・
天
の
前
三
行
に
は
體
が
あ
り
、
嬰
兒
・
病

の
後
二
行
は
功
用
に
よ
っ
て
義
を
立
て
る
と
す
る
の
が
僧
宗
の
立
場
で

あ
る
。
ま
た
、
三
學
を
體
と
す
る
圣
行
を
自
行
の
體
と
呼
び
、
そ
の
中

か
ら
化
他
の
德
で
あ
る
天
行
と

行
が
出
る
と
い
う
構
造
が
讀
み
取
れ

る
。
そ
し
て
、
僧
宗
は
こ
の
圣
・

・
天
の
三
行
を
以
っ
て
病
を
治
す

行
爲
が
病
行
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　

四　

智
顗
に
よ
る
病
行
の
理
解
と
湛
然

　

冐
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
智
顗
に
よ
る
『
涅
槃
經
』
に
對
す
る
註

釋
書
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
智
顗
の
『
維
摩
經
』
註
釋
書
類
に

お
い
て
、『
涅
槃
經
』
所
說
の
病
行
が
、
ど
の
樣
に
寀
用
さ
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
こ
で
註
目
す
べ
き
は
、
智
顗
は
『
維
摩

經
』
の
ど
の
部
分
を
、『
涅
槃
經
』
の
病
行
と
結
び
つ
け
た
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
擧
げ
る
『
維
摩
經
玄
疏
』
卷
四

の
記
述
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
明
三
本
・
迹
通
二
此
經
文
一
者
、
卽
爲
二
三
意
一。
一
通
二
室
外
一、
二

通
二
入
室
一、
三
通
二
出
室
一。
…
二
通
二
室
內
一
者
、
室
內
託
レ
疾
興
レ

敎
、
示
二
於
病
行
一、
同
二
一
切
衆
生
之
實
病
一。
衆
生
之
疾
、
雖
レ
有
二

多
塗
一、
論
二
其
正
意
一、
不
レ
出
二
四
種
一。
今
以
二
四
種
之
迹
一
病
行
、

同
二
四
種
之
實
病
一。
卽
是
現
二
病
行
一
之
迹
。
爲
二
問
疾
品
一
也
。

次
、
下
五
品
、
皆
從
二
此
品
一
出
。
若
通
二
問
疾
品
一、
下
五
品
皆
自

通
也（

（（
（

。

　

こ
こ
に
は
、
本
・
迹
の
槪
念
が
『
維
摩
經
』
の
經
文
中
に
一
貫
し
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
同
經
で
は
、
釋
迦
か
ら
病
床
に
臥
し
て
い
る

維
摩
詰
の
見
舞
い
に
行
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
佛
弟
子
と
諸
菩
薩
が
、

そ
の
命
令
を
斷
り
、
最
終
的
に
文
殊
菩
薩
が
維
摩
詰
を
見
舞
う
と
い
う

一
連
の
物
語
が
說
か
れ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
、
室
外
・
入
室
・
出
室

の
語
は
、
こ
の
物
語
を
維
摩
詰
が
養
生
し
て
い
る
室
の
內
と
、
外
と
で

場
面
分
け
を
す
る
單
語
と
見
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
室
外
と
は
、
佛
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弟
子
と
諸
菩
薩
が
釋
迦
の
命
令
を
拒
否
す
る
場
面
。
こ
れ
は
、『
維
摩

經
』
卷
上
・
佛
國
品
第
一
、
方
便
品
第
二
、
弟
子
品
第
三
、
菩
薩
品
第

四
に
相
當
す
る
。
室
內
と
は
、
文
殊
菩
薩
が
維
摩
詰
の
養
生
す
る
室
の

中
に
入
っ
て
い
る
場
面
で
あ
り
、
同
經
卷
中
・
文
殊
師
利
問
疾
品
（
以

下
、
問
疾
品
と
略
す
）
第
五
、
不
思
議
品
第
六
、
觀
衆
生
品
第
七
、
佛

衟
品
第
八
、
入
不
二
法
門
品
第
九
、
香
積
佛
品
第
十
に
當
た
る
。
こ
れ

ら
を
、
室
內
六
品
と
總
稱
す
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
出
室
で
は
そ
の
部
屋
か

ら
釋
迦
が
い
る
菴
羅
樹
園
に
場
面
が
移
る
。
こ
れ
は
、
法
供
養
品
第

十
三
、
囑
累
品
第
十
四
に
說
か
れ
る
。
智
顗
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
場

面
の
內
、
第
二
の
室
內
に
お
け
る
本
迹
の
說
明
と
し
て
、
維
摩
詰
が
病

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
敎
え
を
興
す
こ
と
を
用
い
、
こ
れ
を
指
し
て
病

行
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
衆
生
の
病
は
大
き
く
四
種（

（（
（

に
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
、『
維
摩
經
』
卷
中
・
問
疾
品
第
五
で
は
、
本
の
立
場

に
あ
る
維
摩
詰
が
四
種
の
迹
を
以
っ
て
病
を
行
じ
、
四
種
の
實
病
に
同

化
す
る
こ
と
が
說
か
れ
、
こ
れ
を
維
摩
詰
に
よ
る
方
便
で
あ
る
病
行
の

示
現
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
智
顗
は
病
行
の
示
現
を
『
維
摩
經
』
問
疾

品
に
見
出
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
本
『
四
敎
義
』
卷
一
〇

に
も
、「
病
行
、
卽
是
此
維
摩
經
問
疾
品
、
室
內
六
品
之
所
レ
明
也（

（（
（

。」

と
明
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
智
顗
の
說
に
お
い
て
病
行
と
は
、
飽
く
ま
で

迹
、
も
し
く
は
方
便
の
範
疇
で
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
實
質
的
な

病
、
す
な
わ
ち
實
病
を
患
う
狀
態
で
も
、
そ
れ
を
治
癒
す
る
行
い
で
も

な
い
と
い
う
こ
と
が
註
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
『
維
摩
經
玄
疏
』
に
お
け
る
實
病
は
、『
維
摩
經
文
疏
』
で
は
實
疾
と

い
う
語
で
扱
わ
れ
、
權
疾
の
對
義
語
と
し
て
詳
し
い
說
明
が
な
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、『
維
摩
經
文
疏
』
卷
一
九
・
問
疾
品
第
五
之
初
に
は
、

「
疾
義
、
雖
二
復
、
衆
多
一、
原
二
其
正
意
一、
不
レ
出
二
權
・
實
二
種
一。
權
、

是
諸
佛
・
法
身
菩
薩
、
無
レ
疾
現
レ
疾
故
、
名
爲
レ
權
。
實
、
是
九
衟
衆

生
、
實
有
二
因
果
患
累
一
故
、
名
爲
レ
實（

（（
（

。」
と
あ
り
、
疾
に
は
權
・
實

二
種
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
諸
佛
・
法
身
菩
薩
と
、
九
衟
の
衆

生
と
が
な
り
得
る
病
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
維
摩
經
文
疏
』
卷
一
九
に

お
け
る
實
疾
に
關
す
る
說
示
を
擧
げ
る
。

夫
、
疾
是
瘵
礙
之
法
。
瘵
二

–

礙
色
・
心
一
故
、
名
爲
レ
疾
。
亦
、
名

爲
レ
病
。
亦
、
名
爲
レ
患
也
。
所
レ
言
、
因
疾
者
、
卽
是
因
中
四
分
煩

惱
、
瘵
二

–

礙
心
神
一、
致
二
諸
惱
患
一、
卽
是
心
疾
。
而
言
レ
因
者
、
煩

惱
是
因
故
、
說
爲
二
因
疾
一
也
。
果
疾
者
、
若
感
二

–

得
四
大
之
身
一、

地
・
水
・
火
・
風
、
同
處
二
一
篋
一。
其
性
各
異
、
更
相
違
反
、
互

起
二
增
・
損
一、
瘵
二

–

礙
色
身
一、
致
二
諸
惱
患
一、
卽
是
身
疾
。
而
言
二

果
疾
一
者
、
以
レ
酬
二
煩
惱
之
因
疾
一
故
、
言
二
果
疾
一
也（

（（
（

。

　

四
分
煩
惱（

（（
（

に
よ
っ
て
心
が
妨
げ
ら
れ
、
發
症
す
る
惱
患
を
因
疾
と

し
、
心
疾
と
も
呼
ぶ
。
ま
た
、
身
を
構
成
す
る
四
大
の
不
調
和
に
よ
っ
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て
起
こ
る
惱
患
を
果
疾
、
も
し
く
は
身
疾
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
實
疾

と
は
、
四
分
煩
惱
を
因
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
身
體
を
構
成
す
る
地
・

水
・
火
・
風
の
四
大
が
調
和
し
な
く
な
る
狀
態
を
果
と
す
る
。
實
疾

を
、
九
界
の
衆
生
が
な
り
得
る
、
修
行
や
衆
生
濟
度
と
い
う
性
質
を
持

た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
病
氣
と
理
解
し
て
も
問
題
は
な
い
。
一

方
、『
維
摩
經
文
疏
』
卷
一
九
に
お
い
て
權
疾
に
關
し
て
は
、
次
の
よ

う
に
說
明
さ
れ
る
。

明
二
權
疾
一
者
、
菩
薩
住
二
大
涅
槃
一、
有
二
五
種
行
一。
所
謂
、
若
得
二
三

諦
一、
三
諦
三
昧
、
具
二
二
十
五
三
昧
一、
卽
成
二
圣
行
一。
從
二
圣
行
一、

生
二
天
行
・

行
一。
從
二

行
一、
起
二
嬰
兒
行
・
病
行
一。
嬰
兒
行
、

從
二
大
慈
善
根
一
而
起
、
病
行
、
從
二
大
悲
善
根
一
而
起
。
所
二

–

以
然
一

者
、
諸
佛
菩
薩
、
淸
淨
法
身
、
諸
惡
永
斷
、
衆
善
普
會
。
有
二
何

方
便
小
善
之
可
一レ
行
。
有
二
何
界
內
・
界
外
因
果
之
疾
瘵
一
也
。
但

以
二
大
悲
善
根
一、
欲
レ
拔
二
界
內
・
外
衆
生
因
果
之
患
累
一
故
、
形

充
二
法
界
一。
無
レ
疾
現
レ
疾
、
同
二
衆
生
疾
一、
卽
是
病
行（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
諸
佛
・
法
身
菩
薩
が
な
り
得
る
權
疾
の
說
明
が
、『
涅

槃
經
』
所
說
の
五
行
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

既
に
諸
惡
を
永
く
斷
じ
、
諸
々
の
善
を
普
く
集
め
て
い
る
諸
佛
・
菩
薩

が
、
界
內
・
外
の
衆
生
の
患
累
を
除
く
た
め
に
、
小
善
の
方
便
で
は
な

く
、
大
悲
善
根
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
疾
に
同
ず
る
こ
と
を
病
行
と
呼

ぶ
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
智
顗
の
敎
學
に
お
け
る
病
行
の
槪
念
は
、『
維

摩
經
』
問
疾
品
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
內
容
は
維
摩
詰
が

行
っ
た
よ
う
に
、
諸
佛
・
菩
薩
が
方
便
と
し
て
權
疾
を
發
症
す
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
權
疾
、
も
し
く
は
方
便
と
し
て
の
病
に
つ
い
て
論
ず
る
に
當

た
り
、『
維
摩
經
』
卷
上
・
方
便
品
第
二
に
お
け
る
、「
其
以
二
方
便
一、

現
二
身
有
一レ
疾（

（（
（

。」
と
い
う
文
が
連
想
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
は
、
方
便
品

の
中
腹
に
あ
り
、
智
顗
は
こ
れ
に
よ
っ
て
方
便
品
を
前
後
に
分
け
、
後

半
部
分
を
半
品
經
文
と
呼
び
、『
維
摩
經
文
疏
』
卷
一
〇
・
方
便
品
之

二
で
、
次
の
よ
う
な
解
說
を
す
る
。

今
明
、
此
半
品
經
文
、
自
有
二
四
意
一。
一
、
正
明
二
方
便
現
一レ
疾
。

…
。
第
一
現
レ
疾
者
、
經
言
下
其
以
二
方
便
一、
現
中
身
有
上
レ
疾
、
淨

名
法
身
、
無
レ
疾
而
現
。
同
二
此
疾
一
者
、
此
表
下
法
身
無
爲
、
無
二

有
爲
緣
集
因
果
患
累
一、
爲
レ
欲
レ
利
レ
物
、
方
便
、
現
レ
有
二
凡
夫
有

爲
因
果
之
患
一、
又
同
二
二
乘
無
爲
緣
集
因
果
之
患
一、
又
同
中
菩
薩

自
體
法
界
因
果
緣
集
之
患
上
也
。

問
曰
、
何
得
レ
知
レ
然
。

答
曰
、
此
經
下
文
云
、
菩
薩
疾
者
、
從
二
大
悲
一
起
。
以
二
衆
生
疾
一

故
、
我
亦
疾
。
若
衆
生
得
レ
無
レ
疾
者
、
則
我
無
レ
疾
也（

（（
（

。

　

智
顗
は
、
維
摩
詰
が
病
氣
に
な
り
得
な
い
法
身
で
あ
る
に
も
拘
ら
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ず
、
衆
生
を
利
す
る
こ
と
を
欲
し
て
疾
を
示
す
證
文
と
し
て
、『
維
摩

經
』
卷
中
・
問
疾
品
第
五
に
お
け
る
經
文
の
意
を
取
っ
て
引
用
す
る
。

つ
ま
り
、
智
顗
は
方
便
品
で
明
か
さ
れ
る
維
摩
詰
の
方
便
と
し
て
の
病

を
說
明
す
る
と
き
に
、
自
ら
『
涅
槃
經
』
の
病
行
と
關
連
さ
せ
た
問
疾

品
の
經
文
を
用
い
る
。
問
疾
品
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

維
摩
詰
言
、
從
レ
癡
有
レ
愛
、
則
我
病
生
。
以
二
一
切
衆
生
病
一、
是

故
我
病
。
若
一
切
衆
生
病
滅
、
則
我
病
滅
。
所
以
者
何
、
菩
薩
爲
二

衆
生
一
故
、
入
二
生
死
一。
有
二
生
死
一、
則
有
レ
病
。
若
衆
生
得
レ
離
レ

病
者
、
則
菩
薩
無
二
復
病
一。
…
菩
薩
疾
者
、
以
二
大
悲
一
起（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
湛
然
は
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
九
に
お
い
て
、
現
病
品

に
病
行
の
內
容
を
見
出
す
學
匠
に
言
乁
す
る
。

明
二
病
行
一
者
、
嬰
兒
行
後
、
無
二
病
行
文
一。
自
レ
古
講
者
、
指
二
前

第
十
卷
中
現
病
品
文
一、
以
爲
二
病
行（

（（
（

一。

　

こ
こ
か
ら
は
、
湛
然
が
病
行
は
『
涅
槃
經
』
に
お
い
て
詳
說
さ
れ

ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
古
の
講
說
者
は
現
病
品
中
に
病
行
を
見
出
す
と

把
握
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
讀
み
取
れ
る
湛
然
の
立
場

は
、
現
病
品
に
病
行
を
見
出
す
說
を
特
に
批
判
し
な
い
點
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
湛
然
に
よ
る
病
行
の
槪
念
の
理
解
は
、
次
に
擧
げ
る
『
法
華
玄

義
釋
籤
』
卷
九
の
記
述
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

下
文
、
又
列
二
三
種
病
人
一。
謂
二
五
無
閒
・
誹
謗
正
法
・
作
一
闡
提
一。

又
有
二
五
種
病
人
一。
謂
二
八
・
六
・
四
・
二
、
乁
十
千
等
一。
竝
是

示
レ
爲
二
惡
行
一
故
也
。
故
與
二
漸
次
嬰
兒
行
一
同
。
若
準
二
今
意
一、

例
二
嬰
兒
行
一、
既
遍
二
大
・
小
一。
病
行
、
同
レ
惡
理
亦
應
レ
遍（

（（
（

。

　

湛
然
は
、
病
行
の
說
明
と
し
て
現
病
品
に
お
け
る
三
種
・
五
種
兩
病

人
に
言
乁
し
、
こ
れ
ら
は
竝
ん
で
惡
行
を
示
す
と
す
る
。
こ
の
記
述
か

ら
は
、
湛
然
が
現
病
品
中
の
三
種
・
五
種
兩
病
人
に
病
行
を
見
出
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
湛
然
が
現
病
品
中
に
病
行
を
見
出
す
こ
と
は
、

次
節
で
も
少
し
く
觸
れ
る
。
こ
こ
に
は
惡
行
を
示
す
こ
と
は
、
漸
次
の

嬰
兒
行
と
同
樣
の
こ
と
で
あ
る
と
書
か
れ
る
。
右
の
記
述
で
、
湛
然
が

理
解
し
た
病
行
の
槪
念
を
見
出
す
上
で
重
要
な
箇
所
は
、「
病
行
、
同
レ

惡
理
亦
應
レ
遍
」
と
い
う
記
載
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
湛
然
は
病
行

と
は
菩
薩
が
惡
と
同
ず
る
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
理
は
大
・
小
に
亙
っ

て
遍
滿
し
た
狀
態
で
行
わ
れ
る
行
法
で
あ
る
と
解
釋
す
る（

（（
（

。
こ
の
『
法

華
玄
義
釋
籤
』
の
記
述
は
、
次
に
擧
げ
る
『
法
華
玄
義
』
卷
四
上
の
記

述
に
對
す
る
註
釋
の
一
部
で
あ
る
。

病
行
者
、
此
從
二
無
緣
大
悲
一
起
。
若
始
生
二
小
善
一、
必
有
二
病
行
一。

今
、
同
二
生
善
一
邊
、
名
二
嬰
兒
行
一。
同
二
煩
惱
一
邊
、
名
爲
二
病
行
一。

以
二
衆
生
病
一
則
大
悲
薰
レ
心
。
是
故
我
病
。
或
游
二

–

戲
地
獄
一、
或

作
二
畜
生
形
一、
化
レ
身
作
二
餓
鬼
等
一、
悉
是
同
二
惡
業
病
一。
如
二
調
逹

等
一。
又
示
レ
有
二
父
母
・
妻
子
、
金
鏘
・
馬
麥
・
寒
風
索
レ
衣
・
熱
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病
・
求
一レ
乳
、
此
示
三
人
・
天
有
二
結
業
・
生
老
病
死
之
病
一。
又
示
二

衟
場
三
十
四
心
斷
一レ
結
、
示
レ
同
二
二
乘
見
思
之
病
一。
方
便
附
近
、

語
令
二
勤
作（

（（
（

一。

　

湛
然
は
、『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
九
に
お
い
て
、「
或
游
戲
下
、
正
明

二
行
相（

（（
（

一。」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、『
法
華
玄
義
』
で
菩
薩
の
所
行
と
し

て
擧
げ
ら
れ
る
、
地
獄
に
游
戲
す
る
こ
と
や
、
畜
生
・
餓
鬼
の
形
を
現

作
す
る
こ
と
、
父
母
妻
子
が
い
る
樣
子
を
示
す
こ
と
等
は
、
衆
生
を
救

濟
す
る
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
湛
然
は
こ
れ
こ
そ
が
病
行
の
相
で
あ
る

と
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
病
品
の
三
種
・
五
種
兩
病
か
ら
病
行
を
見
出

す
湛
然
の
思
想
は
、
智
顗
と
共
通
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、『
法
華
玄

義
釋
籤
』
卷
九
の
「
病
行
、
同
レ
惡
理
亦
應
レ
遍
」
と
い
う
記
述
が
示

す
湛
然
の
病
行
に
對
す
る
理
解
は
、
智
顗
の
思
想
に
基
づ
く
と
言
え
よ

う
。

　
　
　

五　
『
摩
訶
止
觀
』
と
病
行

　

天
台
の
敎
學
に
お
け
る
病
に
關
す
る
一
般
的
に
知
ら
れ
る
學
說
と
し

て
は
、『
摩
訶
止
觀
』
所
說
の
病
患
境
が
擧
げ
ら
れ
る
。
同
說
に
お
け

る
病
と
、
上
來
論
じ
た
病
行
の
說
に
お
け
る
病
の
槪
念
は
異
な
る
の
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
、こ
こ
で
少
し
く
觸
れ
る
こ
と
に
す
る
。『
摩

訶
止
觀
』
卷
八
上
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

經（
（（
（

云
、
破
二

–

壞
浮
囊
一、
發
二

–

撤
橋
梁
一、
忘
二

–

失
正
念
一。
病
故
毀
レ
戒
、

如
レ
破
二
浮
囊
一。
破
二
禪
定
一、
如
レ
撤
二
橋
梁
一。
起
二
邪
倒
心
一、
惜
二
膿

血
臭
身
一、
破
二
淸
淨
法
身
一、
名
レ
忘
二

–

失
正
念
一。
爲
二
是
義
一
故
、應
レ

觀
二
病
患
境（

（（
（

一。

　

こ
こ
で
は
、
病
患
境
を
觀
察
す
る
意
義
が
、『
涅
槃
經
』
の
經
文
を

引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
說
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戒
を
犯
し
、
禪
定

を
破
り
、
邪
な
心
を
起
こ
し
、
汚
れ
た
身
體
に
執
着
し
、
淸
淨
な
る
法

身
を
破
し
て
し
ま
う
、
正
念
を
忘
失
し
た
狀
態
の
根
本
的
な
原
因
は
病

で
あ
る
。
こ
の
病
を
對
處
す
る
た
め
に
、
病
患
境
を
觀
察
す
る
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
觀
察
の
對
𧰼
と
な
る
病
患
境
と
、『
涅
槃
經
』
所

說
の
病
行
に
お
け
る
病
の
槪
念
の
相
違
は
、
次
の
『
摩
訶
止
觀
』
卷
八

上
の
記
述
に
よ
っ
て
、
少
し
く
明
ら
か
に
な
る
。

第
三
觀
二
病
患
境
一
者
、
…
病
有
二
二
義
一。
一
、
因
中
實
病
。
二
、

果
上
權
病
。
若
偃
二

–

臥
毘
耶
一、
託
レ
疾
興
レ
敎
。
因
以
二
身
疾
一、
訓
二

–

示

凡
俗
一、
斥
レ
小
呵
レ
大
。
乃
共
二
文
殊
一、
廣
明
二
因
疾
一、
三
種
調
伏
。

廣
明
二
果
疾
一、
四
種
慰
喩
。
又
、
如
來
、
寄
レ
滅
談
レ
常
、
因
レ
病

說
レ
力
。
皆
是
權
巧
、
入
二
病
法
門
一、
引
二
諸
病
惱
一。
如
レ
此
權
病
、

非
二
今
所
一レ
觀
。
今
所
レ
觀
者
、
業
報
生
身
、
四
蛇
動
作
、
廢
レ
修
二

圣
衟
一。
若
能
觀
察
、
彌
益
二
用
心（

（（
（

一。
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こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
病
に
は
權
・
實
の
二
種
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
權
病
の
說
明
と
し
て
、
前
節
で
扱
っ
た
毘
耶
（
毘
耶
離
城
）
で
床

に
臥
し
て
い
る
維
摩
詰
の
話
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
權
病
は

病
患
境
を
觀
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
對
𧰼
に
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
一
方
、
觀
察
の
對
𧰼
と
な
る
も
の
と
し
て
、
後

に
觸
れ
る
『
金
光
明
經
』
の
說
が
引
用
さ
れ
、
業
の
報
い
に
よ
っ
て
存

在
す
る
生
身
に
起
こ
る
病
に
言
乁
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
は
衆
生
の
身
に
起
こ
る
實
病
を
指
す
と
言
え
る
。
こ
こ
に
寀
用
さ
れ

る
維
摩
詰
の
疾
の
說
は
、
智
顗
が
權
病
と
し
て
の
病
行
を
見
出
す
說
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
涅
槃
經
』
に
お
け
る
病
行
の
說
が
用
い
ら
れ
な

い
の
で
、
こ
の
『
摩
訶
止
觀
』
の
說
の
み
で
は
『
涅
槃
經
』
の
病
行
に

お
け
る
病
と
病
患
境
に
お
け
る
病
の
相
違
を
完
全
に
明
確
に
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
湛
然
は
該
當
箇
所
の
註
釋
で
、『
涅
槃
經
』
の
病
に
關

す
る
說
を
寀
り
擧
げ
、『
維
摩
經
』
に
お
け
る
病
と
同
じ
權
病
と
し
て

扱
い
、『
摩
訶
止
觀
』
の
病
患
境
に
お
け
る
實
病
と
は
っ
き
り
と
區
別

を
す
る
。『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』卷
八
下
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

病
有
二
義
下
、
次
分
二
權
・
實
一。
若
偃
臥
下
、
初
明
二
權
疾
一。
卽

如
三
淨
名
託
二
疾
方
丈
一。
國
王
・
長
者
・
大
臣
・
人
民
、
皆
徃
問
レ

疾
。
因
以
二
身
疾
一、
廣
爲
說
レ
法
。
卽
凡
俗
衆
也
。
…

因
病
說
力
者
、
現
病
品
中
、
迦
葉
問
レ
佛
。
如
來
、
徃
昔
、
已
於
二

無
量
萬
億
劫
中
一、
修
二
菩
薩
行
一、
常
行
二
愛
語
一、
利
二

–

益
衆
生
一、
不
レ

令
二
苦
惱
一。
施
二
諸
病
者
、
種
種
醫
藥
一。
何
緣
、
於
レ
今
自
言
レ
有
レ

病
。
…
如
來
、
成
レ
衟
初
坐
二
衟
場
一、
逮
二

–

得
十
力
一。
今
者
、
不
レ

應
レ
如
二
彼
嬰
兒
一。
如
來
因
、
卽
放
二
大
光
明
一、
種
種
神
變
已
、

語
二
迦
葉
一
言
、
我
於
二
徃
昔
、
無
量
無
邊
億
那
由
他
百
千
萬
劫
一、

已
除
二
病
根
一、
永
離
二
倚
臥
一。
是
諸
衆
生
、
不
レ
知
二
大
乘
方
等
密

語
一、
便
謂
三
如
來
實
有
二
病
惱
一。
如
レ
是
說
者
、
竝
因
二
現
レ
病
、
迦

葉
請
問
一。
又
、
因
疾
者
、
三
惑
也
。
果
疾
者
、
二
死
也
。
實
疾

者
、
衆
生
實
惑
、
乁
斷
未
レ
盡
者
。
權
疾
者
、
諸
大
菩
薩
、
隨
レ
斷
二

何
惑
一、
則
能
示
現
、
權
同
二
實
疾
一。
如
レ
是
權
・
實
、
竝
非
二
今
所
一レ

觀
。
從
二
今
所
觀
一
下
、
判
也
。
今
所
レ
觀
境
、
是
凡
夫
四
大
實

疾
。
仍
因
レ
觀
二
陰
乁
煩
惱
等
一、
四
大
增
損
。
卽
前（

（（
（

所
レ
引
、
金
光

明
經
所
レ
明
病
相
、
爲
二
今
境
一
也（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
先
ず
『
摩
訶
止
觀
』
に
お
い
て
權
病
（
疾
）
の
說
明
に

『
維
摩
經
』
の
說
が
寀
用
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
涅

槃
經
』
現
病
品
の
取
意
文（

（（
（

に
見
出
さ
れ
る
、
諸
大
菩
薩
が
權
に
實
疾
に

同
化
す
る
と
い
う
文
脉
に
お
け
る
權
・
實
二
病
は
、
病
患
境
に
お
け
る

觀
察
對
𧰼
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
直
接
、

病
行
の
語
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
現
病
品
に
お
け
る
、
實
に
は
病
が
な

く
、
永
く
病
根
を
除
い
て
い
る
が
、
假
に
病
の
姿
を
示
現
し
て
衆
生
を
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敎
化
す
る
佛
の
姿
の
描
寫
は
、
智
顗
が
示
す
病
行
の
內
容
に
适
う
。
ま

た
、
こ
れ
は
維
摩
詰
の
權
疾
の
內
容
に
も
相
當
す
る
。
よ
っ
て
、『
摩

訶
止
觀
』
病
患
境
で
扱
わ
れ
る
病
の
槪
念
と
、『
涅
槃
經
』、
も
し
く
は

維
摩
詰
が
示
す
病
の
意
味
は
異
な
る
と
言
え
る
。
ま
た
、『
摩
訶
止
觀
』

病
患
境
に
對
す
る
權
病
の
說
と
し
て
、
湛
然
が
『
涅
槃
經
』
現
病
品
に

權
病
の
槪
念
を
見
出
し
、
そ
れ
を
維
摩
詰
が
示
し
た
權
病
と
竝
列
し
て

擧
げ
る
こ
と
か
ら
、
湛
然
は
智
顗
が
示
し
た
『
涅
槃
經
』
の
病
行
を
權

病
と
す
る
思
想
に
贊
同
す
る
傍
ら
、
智
顗
は
示
さ
な
い
『
涅
槃
經
』
現

病
品
に
病
行
の
內
容
を
見
出
す
と
い
う
理
解
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

引
用
し
た
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
に
は
、
病
患
境
に
お
け
る
觀
察
對

𧰼
の
說
明
と
し
て
、
曇
無
讖
（
三
八
五
〜
四
三
三
）
譯
『
金
光
明
經
』
卷

一
・
空
品
第
五
の
記
述
へ
の
言
乁
が
あ
る
。
そ
の
原
典
を
擧
げ
れ
ば
、

次
の
偈
の
通
り
で
あ
る
。

業
力
⺇
關
、
假
爲マ

マ

空
聚
、
地
・
水
・
火
・
風
、
合
集
成
立
、
隨
時

增
減
、
共
相
殘
害
。
犹
三
如
四
蛇
、
同
處
二
一
篋
一。
四
大

蛇
、
其

性
各
異
、
二
上
二
下
、
諸
方
亦
二
。
如
レ
是
蛇
大
、
悉
滅
二
無
餘
一、

地
・
水
二
蛇
、
其
性
沈
下
。
風
・
火
二
蛇
、
性
輕
上
升
。
心
・
識

二
性
、
躁
動
不
レ
停（

（（
（

。

　

こ
れ
は
、
四
大
の
集
合
に
よ
っ
て
假
に
成
立
す
る
人
閒
の
體
が
業
の

力
に
よ
っ
て
常
に
不
安
定
で
あ
る
樣
子
を
說
く
經
文
で
あ
る
。
人
體
を

構
成
す
る
四
大
を
一
つ
の
箱
に
入
っ
て
い
る
四
匹
の
蛇
に
譬
え
、
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
る
動
き
を
し
、
調
和
が
取
れ
て
い
な
い
狀
態
が
描
寫
さ
れ

る
こ
と
が
分
か
る
。
湛
然
は
こ
の
經
文
を
指
し
て
四
大
の
實
疾
と
述

べ
、
病
患
境
で
觀
察
す
る
べ
き
對
𧰼
と
し
、『
涅
槃
經
』
や
『
維
摩
經
』

か
ら
智
顗
が
見
出
す
病
行
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
扱
う
の
で
あ
る
。

　
　
　

六　

結
語

　
『
涅
槃
經
』
を
硏
究
す
る
諸
學
匠
に
よ
る
、
同
經
で
詳
說
さ
れ
な
い

病
行
の
內
容
理
解
に
關
し
て
は
、
現
病
品
の
三
種
・
五
種
兩
病
人
の
說

や
、

行
品
の
阿
闍
世
王
の
話
、
德
王
品
所
說
の
十
功
德
、
も
し
く
は

圣
行
品
所
說
の
五
行
の
構
造
の
中
な
ど
か
ら
病
行
の
內
容
を
見
出
す
と

い
う
、
異
な
っ
た
見
解
が
確
認
で
き
る
。

　

一
方
、
智
顗
は
『
維
摩
經
』
問
疾
品
か
ら
『
涅
槃
經
』
所
說
の
病
行

の
槪
念
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
智
顗
は
維
摩
詰
が
現
ず
る
病
に
註
目

し
、
こ
れ
を
諸
佛
・
法
身
菩
薩
が
現
ず
る
權
疾
と
位
置
づ
け
、
衆
生
が

患
う
實
疾
と
合
わ
せ
て
權
・
實
兩
疾
の
理
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、

『
涅
槃
經
』
に
は
詳
說
さ
れ
な
い
病
行
の
內
容
を
、『
維
摩
經
』
を
註
釋

す
る
に
あ
た
っ
て
獨
自
に
咀
嚼
し
、
權
疾
の
說
明
に
病
行
の
說
を
寀
用

す
る
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
慧
皎
（
四
九
七
〜
五
五
四
）
の
『
高
僧
傳
』
に
よ
れ
ば
、
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僧
宗
・
寶
亮
は
『
維
摩
經
』
を
講
說
、
も
し
く
は
註
釋
を
し
た（

（（
（

。
し
か

し
、
兩
者
共
、
病
行
の
解
說
に
『
維
摩
經
』
を
關
連
づ
け
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
既
に
觸
れ
た
よ
う
に
慧
遠
は
『
維
摩
經
』
の
解
說
に
病
行

を
用
い
る
が
、
文
殊
菩
薩
に
對
し
て
維
摩
詰
が
說
い
た
、
有
疾
菩
薩
に

關
す
る
治
病
法
の
み
に
病
行
の
內
容
を
見
出
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
涅

槃
經
』
に
お
け
る
病
行
を
、
維
摩
詰
が
示
す
疾
病
に
重
ね
て
理
解
す
る

こ
と
は
、
智
顗
獨
自
の
思
想
に
よ
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
湛
然
の
病
行
の
理
解
は
、
智
顗
の
理
解
と
槪
ね
同
樣
で

あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
智
顗
と
湛
然
が
理
解
す
る
病
行
に
お
け
る
病

の
槪
念
は
、『
摩
訶
止
觀
』
病
患
境
に
お
い
て
觀
察
對
𧰼
と
な
る
病
の

槪
念
を
明
確
に
區
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
病
品
の
三

種
・
五
種
兩
病
か
ら
病
行
を
見
出
す
と
い
う
湛
然
の
立
場
が
、
智
顗
の

理
解
と
は
異
な
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本
論
で
は
扱
わ
な

か
っ
た
が
、
灌
頂
は
智
顗
と
湛
然
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
病
行
を
理
解

す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
中
國
天
台
宗
內
に
お
け
る
『
涅
槃
經
』
所
說
病

行
に
對
す
る
理
解
の
相
違
に
關
し
て
は
、
灌
頂
の
理
解
を
中
心
と
し
て

別
の
⺇
會
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

（
註
）

（
１
）　

大
正
一
二
頁
・
六
七
三
頁
中
。

（
２
）　

大
本
『
四
敎
義
』
卷
一
〇
の
、（
大
正
四
六
・
七
五
九
頁
上
）
に
お

け
る
別
敎
菩
薩
の
十
地
に
關
す
る
說
明
に
病
行
が
寀
用
さ
れ
る
。
ま

た
、『
法
華
玄
義
』
卷
三
下
の
行
妙
段
中
に
は
、「
約
二
五
數
一
明
二
行
妙
一、

先
明
二
別
五
行
一、
次
明
二
圓
五
行
一。
別
者
、
如
二
涅
槃
云
一。
五
種
之
行
。

謂
二
聖
行
・

行
・
天
行
・
嬰
兒
行
・
病
行
一。」（
同
・
七
一
六
頁
下
）

と
あ
り
、
別
圓
兩
敎
の
行
位
が
五
行
の
立
場
か
ら
說
明
さ
れ
る
。
ま

た
、『
維
摩
經
玄
疏
』
卷
四
（
大
正
三
八
・
五
四
七
頁
上
中
）
で
、
本
・

迹
の
義
が
說
か
れ
る
箇
所
に
は
、
病
行
へ
の
言
乁
が
見
ら
れ
る
。

（
３
）　

大
正
一
二
・
六
七
三
頁
上
。

（
４
）　
『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
卷
四
五
・
德
王
品
第
二
十
二
（
大
正
三
七
・

五
一
五
頁
中
）
に
お
け
る
寶
亮
の
說
。

（
５
）　

大
正
一
二
・
六
七
三
頁
上
中
。

（
６
）　

大
正
三
八
・
一
二
一
頁
中
。

（
７
）　
「
有
病
の
行
處　

skyon dan bcas pa bshin du spyod

（
缺
點
を

持
っ
た
ま
ま
に
行
ず
る
者
）」

H
phags pa yons su m

ya nan las hdas pa chen pohi m
do (tr. 

by W
an phab shun, D

ge bahi blo gros, Rgya m
tshohi sde) 

T
oh N

o.119.

（
塚
本
啓
祥
・
磯
田
煕
文
『
新
國
譯
大
藏
經
』
２
、「
南
本
涅
槃
經
」

Ⅱ
、
大
藏
出
版
、
三
一
〇
頁
）

（
８
）　

大
正
一
二
・
七
三
〇
頁
上
〜
七
六
六
頁
下
。
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（
９
）　

法
瑤
の
生
沒
年
に
つ
い
て
は
、
布
施
澔
岳
『
涅
槃
宗
の
硏
究
』
後
篇

（
國
書
刋
行
會
、
一
九
七
三
年
）
三
四
〜
三
五
頁
を
參
照
。

（
10
）　

大
正
三
八
・
一
五
三
頁
中
。

（
11
）　

布
施
澔
岳
『
涅
槃
宗
の
硏
究
』
後
篇
（
國
書
刋
行
會
、
一
九
七
三

年
）、
四
八
〜
五
五
頁
で
は
、『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
が
明
駿
乁
び
そ
の

弟
子
逹
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
同

書
の
撰
述
年
代
に
關
し
て
は
『
涅
槃
宗
の
硏
究
』
後
篇
、
五
五
〜
七
〇

頁
に
か
け
て
論
じ
ら
れ
、
明
駿
と
い
う
人
物
が
、
慧
皎
（
四
九
七
〜
五

五
四
）
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
り
、『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
の
撰
述

年
代
が
、
慧
皎
の
『
高
僧
傳
』
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
因
み
に
、『
大
正
』
卷
三
七
所
收
の
『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
は
、

寶
亮
等
が
編
集
し
た
文
獻
と
し
て
記
錄
さ
れ
る
。

（
12
）　

大
正
三
七
・
五
一
五
頁
上
中
。

（
13
）　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
二
四
・
德
王
品
第
二
十
二
之
六
で
第
九
功
德
に

つ
い
て
記
さ
れ
る
箇
所
に
お
け
る
、「
如
來
、
初
開
二
涅
槃
經
一
時
、
說
レ

有
二
三
種
一。
一
者
、
若
有
二
病
人
一、
得
二
良
醫
・
藥
、
乁
瞻
病
者
一、
病
則

易
レ
差
。
如
レ
其
不
レ
得
、
則
不
レ
可
レ
愈
。
二
者
、
若
得
、
不
レ
得
、
悉

不
レ
可
レ
差
。
三
者
、
若
得
、
不
レ
得
、
悉
皆
可
レ
差
。
一
切
衆
生
亦
、

復
如
レ
是
。
若
遇
二
善
友
・
諸
佛
・
菩
薩
一、
聞
レ
說
二
妙
法
一、
能
發
二
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
心
一。
如
レ
其
不
レ
遇
、
則
不
レ
能
レ
發
。
所
謂
、
須
陀

洹
・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
・
辟
支
佛
。
二
者
、
雖
下
遇
二
善
友
・

諸
佛
・
菩
薩
一、
聞
レ
說
中
妙
法
上
、
亦
不
レ
能
レ
發
。
若
其
不
レ
遇
、
亦
不
レ

能
レ
發
。
謂
、
一
闡
提
。
三
者
、
若
遇
、
不
レ
遇
、
一
切
悉
能
發
二
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
心
一。
所
謂
、
菩
薩
。
若
言
下
遇
與
二
不
遇
一、
悉
發
中
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
上
者
…
…
。」（
大
正
一
二
・
七
六
二
頁
上
）
と

い
う
記
述
と
、
同
品
の
、「
善
男
子
、
云
何
菩
薩
修
二
大
涅
槃
微
妙

經
典
一、
具
二

–

足
最
後
第
十
功
德
一、
善
男
子
、
菩
薩
修
二

–

習
三
十
七
品
一、

入
二
大
涅
槃
常
・
樂
・
我
・
淨
一、
爲
二
諸
衆
生
一、
分
二

–

別
解
三

–

說
大
涅
槃

經
一、
顯
二

–

示
佛
性
一。
若
須
陀
洹
・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
・
辟
支

佛
・
菩
薩
、
信
二
是
語
一
者
、
悉
得
レ
入
二
於
大
般
涅
槃
一。
若
不
レ
信
者
、

輪
二

–

廻
生
死
一。」（
大
正
一
二
・
七
六
六
頁
上
）
と
い
う
第
十
功
德
に
關

す
る
說
明
文
が
根
據
と
な
る
。

（
14
）　

布
施
澔
岳
『
涅
槃
宗
の
硏
究
』
後
篇
（
國
書
刋
行
會
、
一
九
七
三

年
）、
三
八
〇
〜
四
〇
〇
頁
で
は
、
五
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
內
容
が
、
十

功
德
を
用
い
て
說
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
內
の
三
八
二
〜
三
八
三
頁

で
は
病
行
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

（
15
）　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
三
・
長
壽
品
第
四
（
大
正
一
二
・
六
二
〇
頁

上
）
に
お
け
る
、
迦
葉
菩
薩
が
唱
え
る
如
來
へ
の
請
問
と
し
て
の
偈

文
。

（
16
）　

大
正
三
七
・
四
七
七
頁
上
中
。

（
17
）　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
〇
・
現
病
品
第
十
八
（
大
正
一
二
・
六
七
三

頁
上
）。

（
18
）　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
三
・
長
壽
品
第
四
（
大
正
一
二
・
六
一
九
頁

下
）
の
偈
文
。

（
19
）　

大
正
三
七
・
四
七
六
頁
下
。

（
20
）　

大
正
一
二
・
六
七
三
頁
上
。
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（
21
）　

大
正
一
二
・
六
七
三
頁
上
。

（
22
）　

大
正
一
二
・
六
七
三
頁
上
。

（
23
）　

大
正
一
二
・
六
七
三
頁
上
。

（
24
）　

北
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
一
・
圣
行
品
第
七
之
一
（
大
正
一
二
・
四
三

二
頁
上
〜
）
の
註
釋
。
慧
遠
は
、『
大
般
涅
槃
經
義
記
』
の
章
立
て
か

ら
推
察
す
れ
ば
、
北
本
『
涅
槃
經
』
を
用
い
た
。
因
み
に
、『
大
般
涅

槃
經
義
記
』
卷
一
に
、
北
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
・
長
壽
品
の
說
明
と
し

て
、「
壽
命
品
者
、
依
二
多
品
經
一、
名
爲
二
序
品
一。
依
二
小
品
經
一、
名
二
壽

命
品
一。
諸
經
立
レ
品
、
大
例
有
レ
三
。
或
有
レ
從
レ
廣
。
或
、
復
就
レ
略
。

或
、
當
レ
相
以
名
。
此
言
二
壽
命
一、
從
レ
略
言
耳
。」（
大
正
三
七
・
六
一

四
頁
中
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
、
多
品
經
と
は
、
二
十
五
品
か
ら

な
る
慧
嚴
（
三
六
三
〜
四
四
三
）
譯
南
本
『
涅
槃
經
』
三
十
六
卷
と
、

十
八
品
で
成
り
立
つ
法
顯
（
三
三
九
頃
〜
四
二
〇
頃
）
譯
『
泥
洹
經
』

六
卷
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
小
品
經
と
は
、
十
三
品
か
ら
な
る
曇
無

讖
（
三
八
五
〜
四
三
三
）
譯
北
本
『
涅
槃
經
』
四
十
卷
に
相
當
す
る
と

言
え
る
。
よ
っ
て
、
慧
遠
は
當
然
南
本
や
六
卷
本
の
『
涅
槃
經
』
の
存

在
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
關
連
し

て
、
北
本
『
涅
槃
經
』
卷
四
・
如
來
性
品
第
四
之
一
に
お
け
る
、「
復
、

次
、
自
正
者
、
所
謂
得
二
是
大
般
涅
槃
一。」（
大
正
一
二
・
三
八
七
頁
中
）

と
い
う
經
文
以
降
の
說
明
と
し
て
、『
大
般
涅
槃
經
義
記
』
卷
二
で
は
、

「
復
次
自
正
所
謂
得
是
大
涅
槃
下
、
是
其
菩
薩
所
說
之
法
。
依
二
佛
所
一レ

開
、爲
レ
他
說
故
。
此
與
二
向
前
長
壽
品
中
辯
義
一、
相
似
。」（
大
正
・
六

六
三
頁
下
）
と
、
南
本
と
六
卷
本
に
お
け
る
品
名
に
言
乁
す
る
。
さ
ら

に
、
同
一
箇
所
に
は
、「
六
卷
經
中
、
亦
同
二
此
說
一。」（
同
）
と
い
う
記

述
も
見
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
慧
遠
が
『
涅
槃
經
』
の
異
譯
本
も

參
照
し
て
い
た
こ
と
は
、
坂
本
廣
愽
「『
涅
槃
經
義
記
』
に
つ
い
て
」

（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
二
六–

二
、
一
九
七
八
）
を
參
照
。

（
25
）　

大
正
三
七
・
七
二
九
頁
中
。

（
26
）　

大
正
三
七
・
七
二
九
頁
中
。

（
27
）　

大
正
一
二
・
四
七
四
頁
上
〜
四
八
五
頁
中
。
北
本
『
涅
槃
經
』
卷
一

九
・

行
品
第
八
之
五
に
は
、「
爾
時
、
王
舍
大
城
、
阿
闍
世
王
、
其

性
弊
惡
、
憙
行
二
殺
戮
一、
具
二
口
四
惡
一、
貪
・
恚
・
愚
癡
、
其
心
熾
盛
。

唯
見
二
現
在
一、
不
レ
見
二
未
來
一。
純
以
二
惡
人
一
而
爲
二
眷
屬
一。
貪
二

–

著
現
世

五
欲
樂
一
故
、
父
王
無
レ
辜
、
橫
加
二
逆
害
一、
因
二
害
レ
父
已
一、
心
生
二
悔

熱
一、
身
諸
瓔
珞
・
妓
樂
不
レ
御
。
心
悔
熱
故
、
遍
體
生
レ
瘡
。
其
瘡
臭

穢
、
不
レ
可
二
附
近
一。
尋
二
自
念
一
言
、
我
今
、
此
身
已
受
二
花マ
マ

報
一。
地
獄

果
報
、
將
近
不
レ
遠
。
爾
時
其
母
、
字
韋
提
希
、
以
二
種
種
藥
一、
而
爲
傅
レ

之
、
其
瘡
遂
增
、
無
レ
有
二
降
損
一。
王
卽
白
レ
母
。
如
レ
是
瘡
者
、
從
レ
心

而
生
、
非
二
四
大
起
一。
若
言
三
衆
生
有
二
能
治
者
一、
無
レ
有
二
是
處
一。」（
大

正
一
二
・
四
七
四
頁
上
中
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
闍
世
王
の
性
格

が
弊
惡
で
あ
る
こ
と
が
綴
ら
れ
、
そ
の
性
に
よ
っ
て
罪
の
な
い
父
を
殺

す
話
が
說
か
れ
る
。
阿
闍
世
王
は
父
を
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
・

身
共
に
病
を
患
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
同
經
卷
二
〇
・

行
品
第

八
之
六
に
は
、「
爾
時
世
尊
、
在
二
雙
樹
閒
一、
見
二
阿
闍
世
悶
絶
、
躄
地
一、

卽
吿
二
大
衆
一。
我
今
、
當
下
爲
二
是
王
一、
住
レ
世
至
二
無
量
劫
一、
不
レ
入
中
涅

槃
上。」（
大
正
一
二
・
四
八
〇
頁
中
下
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
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行
い
を
後
悔
し
た
阿
闍
世
王
が
悶
絶
し
、
地
面
に
倒
れ
こ
ん
で
い
る
狀

況
を
見
た
釋
迦
は
、
阿
闍
世
王
を
救
う
た
め
に
般
涅
槃
に
入
ら
な
い
と

宣
言
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
述
の
少
し
後
に
、
釋
迦
が
大
光
明
を
放

ち
、
阿
闍
世
王
の
心
・
身
の
病
を
治
癒
す
る
こ
と
が
、「
爾
時
世
尊
大

悲
導
師
、
爲
二
阿
闍
世
王
一、
入
二
月
愛
三
昧
一。
入
二
三
昧
一
已
、
放
二
大
光

明
一。
其
光
淸
涼
、
徃
照
二
王
身
一、
身
瘡
卽
愈
、
鬱
蒸
除
滅
。
王
覺
二
瘡

愈
、
身
體
淸
涼
一。」（
大
正
一
二
・
四
八
〇
頁
下
〜
四
八
一
頁
上
）
と
記

さ
れ
る
。

（
28
）　

大
正
三
八
・
四
七
二
頁
中
。

（
29
）　

大
正
一
四
・
五
四
四
頁
下
。

（
30
）　

大
正
一
四
・
五
四
四
頁
下
。

（
31
）　

大
正
一
四
・
五
四
四
頁
下
。

（
32
）　

大
正
一
四
・
五
四
四
頁
下
、
五
四
五
頁
上
中
。

（
33
）　
『
大
乘
義
章
』
卷
一
二
に
お
い
て
、『
涅
槃
經
』
の
五
行
義
を
解
說
す

る
箇
所
に
は
、「
五
行
之
義
出
二
涅
槃
經
一。
…
言
二
病
行
一
者
、
從
レ
所
レ

治
、
爲
レ
名
。
罪
業
、
是
病
。
治
病
之
行
故
、
名
二
病
行
一。」（
大
正
四

四
・
七
〇
三
頁
中
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
慧
遠
は
病
行
の
內
容

を
、
病
を
治
す
行
爲
と
理
解
し
た
と
言
え
る
。

（
34
）　

大
正
三
七
・
四
七
七
頁
下
。

（
35
）　

大
正
三
八
・
五
四
七
頁
上
。

（
36
）　

後
述
の
よ
う
に
、「
室
內
六
品
」
と
い
う
言
葉
の
典
據
は
、
大
本
『
四

敎
義
』
卷
一
〇
（
大
正
四
六
・
七
五
九
頁
上
）
に
確
認
で
き
る
。
本
論

に
關
係
は
な
い
が
、
室
內
六
品
の
內
容
に
つ
い
て
、『
維
摩
經
文
疏
』

卷
一
〇
・
方
便
品
之
二
に
は
、「
今
明
二
淨
名
託
レ

疾
興
一レ

敎
、
意
乃

有
レ
四
。
經
文
大
判
、
總
爲
二
二
段
一。
第
一
、
從
レ
此
（『
維
摩
經
』
卷

上
・
方
便
品
第
二
、「
其
以
二
方
便
一、
現
二
身
有
一レ
疾
。」、
大
正
一
四
・

五
三
九
頁
中
）
下
、
訖
二
菩
薩
品
一、
有
二
兩
品
半
一。
是
、
室
外
說
法
、

明
二
彈
呵
折
伏
一。
第
二
、
從
二
文
殊
問
疾
品
一
去
、
入
室
有
二
六
品
一。

是
、
室
內
說
法
、
明
二
引
接
攝
受
一。
以
二
折
伏
・
攝
受
一
故
、
令
三
正

法
得
二
久
住
一。
…
…
」（
續
藏
一–

二
八
・
一
七
丁
左
下
）
と
記
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
室
內
六
品
で
は
維
摩
詰
に
よ
る
佛
弟
子
、
乁
び

諸
菩
薩
に
對
す
る
攝
受
の
說
法
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
37
）　

本
論
に
引
用
し
た
『
維
摩
經
玄
疏
』
卷
四
に
は
、「
衆
生
之
疾
、
雖
レ

有
二
多
塗
一、
論
二
其
正
意
一、
不
レ
出
二
四
種
一。」（
大
正
三
八
・
五
四
七
頁

上
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
四
種
の
內
容
に
關
し
て
は
、『
維
摩
經
』

卷
中
・
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五
で
、
文
殊
菩
薩
と
維
摩
詰
が
な
す
維
摩

詰
の
病
に
つ
い
て
の
、「
問
。
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
、
於
二
此
四

大
一、
何
大
之
病
。
答
曰
、
是
病
、
非
二
地
大
一、
亦
不
レ
離
二
地
大
一。
水
・

火
・
風
大
、
亦
、
復
如
レ
是
。
而
衆
生
病
、
從
二
四
大
一
起
。
以
二
其
有
一レ

病
、
是
故
我
病
。」（
大
正
一
四
・
五
四
四
頁
下
）
と
い
う
問
答
に
見
え

る
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
を
も
っ
て
、
四
種
の
內
容
と
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
38
）　

大
正
四
六
・
七
五
九
頁
上
。

（
39
）　

續
藏
一–

二
八
・
九
九
丁
右
上
。

（
40
）　

續
藏
一–

二
八
・
九
九
丁
右
上
。

（
41
）　

四
分
煩
惱
に
つ
い
て
は
、『
次
第
禪
門
』
卷
二
・
分
別
禪
波
羅
蜜
前
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方
便
第
六
之
一
に
お
け
る
、
外
方
便
の
第
三
棄
五
蓋
に
關
す
る
問
答
中

に
、「
問
曰
、
不
善
法
塵
無
量
。
何
故
、
但
棄
二
五
法
一。
答
曰
、
此
五
蓋

中
、
卽
有
二
三
毒
一。
等
分
爲
二
根
本
一。
亦
得
二

–

攝
八
萬
四
千
塵
勞
門
一。
所

以
者
何
、
貪
欲
蓋
卽
貪
毒
、
瞋
恚
蓋
卽
瞋
毒
、
睡
乁
疑
、
此
二
蓋
、
共

爲
二
癡
毒
一。
當
レ
知
、
卽
具
二
三
毒
一。
掉
悔
蓋
、
通
從
二
三
毒
一
起
。
卽
等

分
攝
、
合
爲
二
四
分
煩
惱
一。」（
大
正
四
六
・
四
八
九
頁
中
）
と
說
か
れ

る
。
こ
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
四
分
煩
惱
と
は
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
癡
・
等

分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
四
分
煩
惱
は
、
異
な
る
文
脉
で
『
法
華

玄
義
』
に
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
卷
一
下
に
は
、「
問
。
論

云
、
四
悉
檀
、
攝
二
八
萬
四
千
法
藏
一。
其
相
云
何
。
答
。
賢
劫
經
云
、

從
二
佛
初
發
心
一
去
、
乃
至
レ
分
二
舍
利
一、
凡
三
百
五
十
法
門
。
一
一
門
、

各
有
二
六
度
一。
合
二
千
一
百
度
。
用
二
是
度
一、
對
二

–
破
四
分
煩
惱
一。
合
成
二

八
千
四
百
一。
約
二
一
變
爲
一レ
十
、
合
八
萬
四
千
也
。」（
大
正
三
三
・
六
八

九
頁
中
下
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
大
智
度
論
』
卷
一
に
あ
る
、「
四
悉

檀
中
、
一
切
十
二
部
經
、
八
萬
四
千
法
藏
。
皆
是
實
、
無
二
相
違
背
一。」

（
大
正
二
五
・
五
九
頁
中
）
と
い
う
記
述
の
中
の
、
八
萬
四
千
の
法
門

に
關
す
る
問
答
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
竺
法
護
（
二
三
九

〜
三
一
六
）
譯
『
賢
劫
經
』
が
引
用
さ
れ
る
。『
法
華
玄
義
』
で
引
用

さ
れ
る
『
賢
劫
經
』
卷
二
・
諸
度
無
極
品
第
六
の
原
文
に
は
、「
是
諸

比
丘
菩
薩
所
レ
行
、
二
千
一
百
寂
然
度
無
極
。
菩
薩
大
士
、
若
逮
レ
解
レ
是
、

皆
致
レ
得
二
一
切
諸
法
、
殊
特
玄
妙
無
際
之
行
一。
無
レ
等
無
レ
倫
、
懷
二

–

來
圣

哲
一。
無
レ
所
二
恃
仰
一、
消
二
一
切
塵
一、
無
レ
所
二
至
湊
一、
斷
二
諸
狐
疑
一。
是

二
千
一
百
、
其
中
、
別
一
百
度
無
極
。
主
除
二
四
大
一、
去
二
六
衰
一、
令
レ
無
二

有
餘
一。
獨
二

–

步
三
界
一、
徃
來
週
旋
、
遍
入
二
三
世
一。
犹
如
二
日
月
不
一レ
畏
二
衆

冥
一。
成
二

–

就
萬
物
百
穀
草
木
一、
仰
天
之
茂
、
皆
因
レ
地
生
。
菩
薩
如
レ
是
。

二
千
一
百
諸
度
無
極
、
乁
是
百
度
無
極
。
其
二
千
一
百
諸
度
無
極
、

貪
婬
・
怒
・
癡
・
等
分
四
事
、
各
二
千
一
百
、
合
八
千
四
百
。
八
千

四
百
、
各
別
有
二
十
事
一、
合
八
萬
四
千
。
以
能
具
二

–

足
度
無
極
一。」（
大
正

一
四
・
一
二
頁
下
〜
一
三
頁
上
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
貪
婬
・

怒
・
癡
・
等
分
」
の
四
つ
が
天
台
の
敎
學
で
四
分
煩
惱
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
分
か
る
。
話
は
逸
れ
る
が
、
引
用
文
中
の
冐
頭
に
あ
る
諸
比
丘
と

菩
薩
が
行
ず
る
二
千
百
の
度
無
極
（
波
羅
蜜
）
と
い
う
數
に
は
問
題
が

あ
り
。
湛
然
に
よ
れ
ば
、
二
千
百
の
度
無
極
と
は
、
引
用
し
た
『
賢
劫

經
』
の
經
文
の
前
に
羅
列
さ
れ
る
百
九
十
六
の
度
無
極
か
ら
割
り
出
さ

れ
る
數
で
あ
る
。『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
一
之
五
で
は
、「
若
賢
劫

經
、
佛
初
發
心
、
至
レ
分
二
舍
利
一、
凡
有
二
三
百
五
十
度
門
一。
一
一
皆
有
二
六

度
一、
合
二
千
一
百
。
又
對
二
四
分
一、
合
八
千
四
百
。
一
變
爲
レ
十
、
合
八

萬
四
千
。
彼
經
第
二
、
結
二
一
一
名
一、
名
二
度
無
極
一。
結
レ
名
、
唯
有
二

一
百
九
十
六
一。
如
二
三
十
七
衟
品
之
流
一、
但
、
結
爲
二
一
數
一。
若
各
開
レ

之
、
卽
三
百
五
十
。」（
大
正
四
六
・
一
七
五
頁
下
）
と
計
算
さ
れ
る
。

二
千
百
と
い
う
數
字
に
な
る
た
め
に
、
三
百
五
十
度
と
、
各
々
の
度
の

中
に
含
ま
れ
る
六
度
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
し
か

し
、
三
百
五
十
と
い
う
數
字
を
導
き
出
す
に
は
、『
賢
劫
經
』
中
に
、

「
有
二
四
意
斷
度
無
極
一。
有
二
四
神
足
度
無
極
一。
有
二
四
禪
度
無
極
一。
有
二
四

意
止
度
無
極
一。
有
二
四
諦
度
無
極
一。
有
二
信
根
・
精
進
根
・
意
根
・
智
慧

根
・
定
根
度
無
極
一。
有
二
信
力
・
精
進
力
・
意
力
・
定
力
・
智
慧
力
度
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無
極
一。
有
二
七
覺
意
度
無
極
一。
有
二
八
品
衟
行
度
無
極
一。」（
大
正
一
四
・

一
二
頁
中
）
と
あ
る
よ
う
な
、
複
數
の
內
容
を
含
む
も
の
を
別
々
に
計

算
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
合
計
三
百
五
十
の
法
門
が
數

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
經
文
中
、
四
意
斷
（
四
正
勤
の
古

譯
）・
四
神
足
・
四
意
止
（
四
念
處
の
古
譯
）・
信
根
等
の
五
根
・
信
力

等
の
五
力
・
七
覺
意
・
八
品
衟
（
八
正
衟
）
を
指
し
て
、『
止
觀
輔
行

傳
弘
決
』
で
は
三
十
七
衟
品
の
流
れ
と
呼
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
）　

續
藏
一–

二
八
・
一
〇
〇
丁
左
上
。

（
43
）　

大
正
一
四
・
五
三
九
頁
中
。

（
44
）　

續
藏
一–

二
八
・
一
八
丁
右
上
下
。

（
45
）　

大
正
一
四
・
五
四
四
頁
中
。

（
46
）　

大
正
三
三
・
八
八
一
頁
中
。

（
47
）　

大
正
三
三
・
八
八
一
頁
中
下
。
引
用
文
中
の
「
八
・
六
・
四
・
二
、

乁
十
千
等
」
と
い
う
記
述
は
、
五
種
病
人
そ
れ
ぞ
れ
の
成
佛
ま
で
に
か

か
る
時
閒
を
表
す
。
す
な
わ
ち
、
南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
〇
・
現
病
品

第
十
八
に
は
、「
迦
葉
、
有
二
五
種
人
一、
於
二
是
大
乘
大
涅
槃
典
一、
有
二

病
行
處
一、
非
二
如
來
一。
何
等
爲
レ
五
、
一
、
斷
二
三
結
一、
得
二
須
陀
洹
果
一、

不
レ
墮
二
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
一。
人
・
天
七
返
、
永
斷
二
諸
苦
一、
入
二
於

涅
槃
一。
迦
葉
、
是
名
二
第
一
人
有
病
行
處
一。
是
人
、
未
來
過
二
八
萬
劫
一、

便
當
レ
得
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。
迦
葉
、
第
二
人
者
、
…
是
人
未
來

過
二
六
萬
劫
一、
便
當
レ
得
レ
成
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。
迦
葉
、
第
三

人
者
、
…
是
人
未
來
過
二
四
萬
劫
一、
便
當
レ
得
レ
成
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
一。
迦
葉
、
第
四
人
者
、
…
是
人
未
來
過
二
二
萬
劫
一、
便
當
レ
得
レ
成
二

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。
迦
葉
、
第
五
人
者
、
…
是
人
未
來
過
二
十
千

劫
一、
便
當
レ
得
レ
成
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。」（
大
正
一
二
・
六
七
三

頁
上
中
）
と
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
同
經
卷
一
九
・
德
王
品
第
二

十
二
之
一
に
、「
須
陀
洹
者
、
八
萬
劫
到
。
斯
陀
含
者
、
六
萬
劫
到
。

阿
那
含
者
、
四
萬
劫
到
。
阿
羅
漢
者
、
二
萬
劫
到
。
辟
支
佛
者
、
十
千

劫
到
。」（
大
正
一
二
・
七
三
四
頁
下
）
と
、

に
ま
と
め
て
說
か
れ

る
。

 （
48
）　

引
用
し
た
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
九
の
記
述
に
つ
い
て
、
證
眞
（
一

一
三
一
頃
〜
一
二
二
〇
頃
）
は
『
法
華
玄
義
私
記
』
卷
四
本
で
、「
故

與
漸
次
圣マ
マ
（
嬰
カ
）
兒
行
同
者
、
意
云
、
經
明
二
三
病
一、
是
明
二
凡
病
一。
又

明
二
五
病
一、
是
圣
病
也
。
欲
レ
明
三
大
圣
樂
爲
二
此
凡
・
圣
漸
次
一。
病
行

卽
同
二
圣
行
乁
嬰
兒
行
一、
從
レ
小
至
レ
大
、
漸
次
行
也
。」（
佛
全
二
一
・

一
四
八
頁
上
下
）
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
證
眞
に
よ
れ
ば
湛
然
は
病

行
を
、
圣
行
や
嬰
兒
行
と
同
樣
に
小
乘
か
ら
大
乘
へ
段
階
的
に
進
ん

で
行
く
修
行
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
ち
な
み
に
、
嬰
兒
行
を
漸
次
の

行
と
す
る
こ
と
は
、『
法
華
玄
義
』
卷
四
上
（
大
正
三
三
・
七
二
四
頁

中
）・『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
九
（
大
正
三
三
・
八
八
一
頁
上
中
）
に

お
け
る
嬰
兒
行
に
關
す
る
解
說
を
參
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
證
眞
は

現
病
品
に
說
か
れ
る
三
種
・
五
種
の
病
を
そ
れ
ぞ
れ
凡
・
圣
の
病
と

し
、
こ
の
兩
病
の
說
は
釋
迦
が
凡
・
圣
漸
次
の
行
を
な
す
こ
と
を
明

か
す
た
め
の
說
と
す
る
。
つ
ま
り
、
證
眞
に
よ
れ
ば
、
湛
然
は
現
病

品
に
お
け
る
三
種
・
五
種
の
病
を
釋
迦
が
示
す
病
と
す
る
立
場
に
あ
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る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
湛
然
と
證
眞
が
示
す
病
行
を
漸
次
の
行
と

す
る
理
解
に
乘
じ
て
、
癡
空
（
一
七
八
〇
〜
一
八
六
二
）
は
『
法
華
玄
義

講
義
』
卷
四
で
、「
既
徧
大
小
、
義
該
二
人
・
天
一。
理
亦
應
徧
、
謂
レ
示
二

–

同
人
・
天
、
大
・
小
違
理
用
一
」（
大
系
『
法
華
玄
義
』
三
・
一
六
七

頁
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
に
引
用
し
た
『
法
華
玄
義
釋

籤
』
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
病
行
を
漸
次
の
行
と
し
て
捉
え
る
立
場

や
、
三
種
・
五
種
兩
病
を
大
圣
、
す
な
わ
ち
釋
迦
の
所
作
と
す
る
思
想

な
ど
は
、
管
見
の
限
り
で
は
智
顗
・
灌
頂
兩
者
の
思
想
に
は
確
認
で
き

ず
、
湛
然
獨
自
の
解
釋
と
言
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
三

種
・
五
種
兩
病
人
を
そ
れ
ぞ
れ
凡
・
圣
の
病
人
と
す
る
證
眞
の
解
說
は

明
ら
か
に
、
灌
頂
が
現
病
品
の
釋
に
示
す
三
種
・
五
種
の
病
人
の
關
係

性
の
解
釋
と
軌
を
異
に
す
る
。『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
一
三
に
は
、「
迦

葉
世
有
三
人
下
、
…
先
、
明
二
三
病
人
一。
次
、
明
二
五
病
人
一。
此
中
三
病

人
異
二
前
三
人
一。
前
三
人
不
レ
差
。
今
三
人
、
不
差
・
差
・
差
差
。
初
、

是
三
種
罪
人
。
次
、
是
二
乘
小
衟
。
三
、
是
聞
經
菩
薩
。
…
迦
葉
有
五

種
人
下
、
還
成
二
上
第
二
病
人
一。
既
言
下
遇
レ
緣
可
レ
差
、
不
レ
遇
レ
緣
死
上。

卽
是
四
果
緣
覺
。
此
等
帶
レ
病
修
行
故
、
言
二
有
病
行
處
一。」（
大
正
三

八
・
一
二
一
頁
中
）
と
記
さ
れ
る
。
智
圓
（
九
七
六
〜
一
〇
二
二
）
述

『
涅
槃
經
疏
三
德
指
歸
』
卷
一
〇
・
現
病
品
に
、「
異
前
三
人
者
、
前
卽

大
衆
所
問
品
。
彼
文
三
種
病
人
、
但
是
此
中
初
罪
人
耳
。」（
續
藏
一–

五
八
・
三
四
二
丁
左
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
大
般
涅
槃
經
疏
』
に

お
け
る
前
の
三
人
と
は
、
南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
〇
・
一
切
大
衆
所
問

品
第
十
七
（
大
正
一
二
・
六
六
六
頁
中
下
）
に
說
か
れ
る
、
一
闡
提
と

誹
謗
正
法
・
作
五
逆
罪
を
犯
す
三
人
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

『
大
般
涅
槃
經
疏
』
で
「
不
差
・
差
・
差
差
」
と
あ
る
記
述
を
、
智
圓

は
「
一
、
不
差
。
二
、
不
差
差
。
三
、
差
差
。
文
逸
二
不
差
二
字
一
也
。」

（
續
藏
一–

五
八
・
三
四
二
丁
左
下
）
と
訂
正
す
る
。
一
切
大
衆
所
問
品

所
說
の
三
種
病
人
は
、
第
一
の
不
差
に
當
た
る
。
灌
頂
は
こ
れ
を
三
種

の
罪
人
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
第
三
の
差
差
は
聞
經
菩
薩
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
三
種
・
五
種
兩
病
人
の
關
係
性
と
し
て
は
、
灌
頂
は
五

種
病
人
の
說
が
、
三
種
病
人
の
內
、
第
二
の
不
差
差
に
該
當
す
る
二
乘

小
衟
に
當
た
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。

（
49
）　

大
正
三
三
・
七
二
四
頁
下
。

（
50
）　

大
正
三
三
・
八
八
一
頁
下
。

（
51
）　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
一
・
圣
行
品
第
十
九
之
一
（
大
正
一
二
・
六

七
八
頁
中
下
）
の
取
意
。
ま
た
、
浮
囊
に
關
す
る
話
は
、
同
品
で
戒
に

つ
い
て
說
か
れ
る
箇
所
（
大
正
一
二
・
六
七
三
頁
下
〜
六
七
四
頁
上
）

に
あ
る
。

（
52
）　

大
正
四
六
・
一
〇
六
頁
中
。

（
53
）　

大
正
四
六
・
一
〇
六
頁
中
。
引
用
文
中
の
三
種
調
伏
と
、
四
種
慰
喩

と
は
、『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
八
之
三
で
「
三
觀
調
伏
、
四
敎
慰
喩
」

（
大
正
四
六
・
三
九
七
頁
上
）
と
說
明
さ
れ
る
。

（
54
）　
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
八
之
二
に
お
け
る
、「
空
品
云
、
業
力
⺇

關
、
假
僞
空
聚
。
地
水
火
風
、
共
相
殘
害
。
犹
三
如
四
蛇
同
共
二
一
篋
一。

四
大

蛇
、
其
性
各
異
。
二
上
二
下
、
諸
方
亦
然
。
心
・
識
二
性
、
躁

動
不
レ
安
。」（
大
正
四
六
・
三
九
七
頁
上
）
と
い
う
記
述
。
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（
55
）　

大
正
四
六
・
三
九
七
頁
上
〜
下
。

（
56
）　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
一
〇
・
現
病
品
第
十
八
に
お
け
る
原
文
に
は
、

「
如
來
、
徃
昔
已
於
二
無
量
萬
億
劫
中
一、
修
二
菩
薩
衟
一、
常
行
二
愛
語
一、

利
二

–

益
衆
生
一、
不
レ
令
二
苦
惱
一。
施
二
疾
病
者
、
種
種
醫
藥
一。
何
緣
、
於
レ

今
自
言
レ
有
レ
病
。
…
世
界
成
時
、
從
二
金
剛
際
一、
起
二
金
剛
座
一、
上
至
二

衟
場
菩
提
樹
下
一。
菩
薩
坐
已
、
其
心
卽
時
、
逮
二

–

得
十
力
一。
如
來
、
今

者
不
レ
應
レ
如
二
彼
嬰
孩
小
兒
一。
嬰
孩
小
兒
、
愚
癡
、
無
レ
智
、
無
レ
所
二

能
說
一。
…
爾
時
、
世
尊
大
悲
、
熏
レ
心
、
知
二
諸
衆
生
、
各
各
所
一レ
念
、
將

欲
二
隨
順
、
畢
竟
利
益
一
、
卽
從
レ
臥
起
、
結
跏
趺
坐
。
顏
貌
煕
怡
、
如
レ

融
二
金
聚
一
。
面
目
端
嚴
、
犹
二
月
盛
滿
一
。
形
容
淸
淨
、
無
二
諸
垢
穢
一
。

放
二
大
光
明
一
、
充
二–

遍
虛
空
一
。
其
光
、
大
盛
、
過
二
百
千
日
一
。
…
迦

葉
、
我
今
、
實
無
二
一
切
疾
病
一。
所
以
者
何
、
諸
佛
世
尊
、
久
已
遠
二

–

離

一
切
病
一
故
。
迦
葉
、
是
諸
衆
生
、
不
レ
知
二
大
乘
方
等
密
語
一、
便
謂
二

如
來
眞
實
有
一レ
疾
。」（
大
正
一
二
・
六
六
九
頁
下
〜
六
七
二
頁
中
）
と

記
さ
れ
る
。

（
57
）　

大
正
一
六
・
三
四
〇
頁
上
中
。

（
58
）　
『
高
僧
傳
』
卷
八
に
は
、「
釋
僧
宗
…
晩
又
、
受
レ
衟
二
於
斌
・
濟
二

法
師
一、
善
二
大
涅
槃
乁
勝
鬘
・
維
摩
等
一、
每
至
二
講
說
一、
聽
者
將
レ
近
二

千
人
一。
…
魏
主
元
宏
、
遙
挹
二
風
德
一、
屢
致
レ
書
、
幷
請
二
開
講
一。
齊
太

祖
、
不
レ
許
二
外
出
一、
宗
講
二
涅
槃
・
維
摩
・
勝
鬘
等
一。
近
盈
二
百
遍
一、

以
二
從
來
信
施
一、
造
二
太
昌
寺
一、
以
居
レ
之
。」（
大
正
五
〇
・
三
七
九
頁

下
〜
三
八
〇
頁
上
）、「
釋
寶
亮
…
憩
二
靈
味
寺
一、
於
レ
是
續
講
二
衆
經
一、

盛
二
于
京
邑
一。
講
二
大
涅
槃
一、
凡
八
十
四
遍
。
成
實
論
十
四
遍
。
勝
鬘

四
十
二
遍
。
維
摩
二
十
遍
。
其
大
・
小
品
十
遍
、
法
華
・
十
地
・
優
婆

塞
戒
・
無
量
壽
・
首
楞
嚴
・
遺
敎
・
彌
勒
下
生
等
、
亦
皆
近
二
十
遍
一。」

（
大
正
五
〇
・
三
八
一
頁
中
下
）
な
ど
と
あ
る
。
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